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会  議  録 （１） 

会 議 の 名 称 令和６年度第７回入間市環境審議会 

開 催 日 時 
令和 7年 3月 3日（月） 

      午後 2時００分 開会 ・ 午後 2時３５分 閉会   

開 催 場 所 入間市役所 B棟 5階 全員協議会室 

議 長 氏 名 黒瀧 孝秀 

出席委員(者)氏名 
黒瀧 孝秀、山畑 雅浩、稲子谷 昂子、大澤 愛、坂野 晶、嶋田 知英、

手塚 晋、新関 隆、平井 純子、平塚 基志、牧田 誉子 

欠席委員(者)氏名 浦 国男、倉田 まさみ、小平 美雪、高村 賢二 

説明者の職氏名 エコ・クリーン政策課 主査 西村 卓也 

会 議 次 第 

(公開・非公開の別) 

１ 

２ 

３ 

 

４ 

5 

開会 

会長あいさつ 

議題 

第三次入間市環境基本計画の改定について 

事務連絡 

閉 会 

非 公 開 理 由 なし 

傍 聴 者 数 1名 

配 布 資 料 

資料１ 第三次入間市環境基本計画の改定について（答申）（案） 

資料２ 第三次入間市環境基本計画（改定版）（案） 

資料３ 第三次入間市環境基本計画の改定について（諮問）（写し） 

事務局職員職氏名 

【環境経済部】 

 部長 岸 道博、次長 吉野 博明 

【エコ・クリーン政策課】 

課長 石見 彩、主幹 榎本 覚、副主幹 村上 俊、主査 西村 卓也、 

主任 神田 啓佑 

会議録作成方法 要点筆記 
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会  議  録 （２） 

議 事 の概 要 （経 過 ） ・決 定 事 項 

【議題】 

第三次入間市環境基本計画の改定について 

答申（案）について市から説明を行い、審議委員による意見交換を行った。 

（関連資料） 

資料１「第三次入間市環境基本計画の改定について（答申）（案）」 

資料２「第三次入間市環境基本計画（改定版）（案）」 

資料３「第三次入間市環境基本計画の改定について（諮問）」 

 

以上 
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会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

 

司会（榎本） 

黒瀧会長 

 

事務局（西村） 

 

 

 

 

 

 

 

黒瀧会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚委員 

 

 

 

 

（委員及び事務局の発言が行われた部分のみ記述する。） 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

3 議題 

資料 1 をご覧ください。これまでの審議会でいただいた意見を元に、会長、

副会長に確認し、作成した答申案です。本日はこの答申案についてご意見を

いただき、修正していただきます。答申書は、後日会長、副会長から市長に提

出いただく流れとなります。 

それでは、まず答申案について、読み上げます。 

（答申案を読み上げ） 

以上です。 

 

ただいま事務局より、答申案について説明がありました。こちらについて

は、今まで 6 回にわたって積み上げてきた皆さまの審議について、どういう点

がよく議論されたのかということや、市民のパブリックコメントの内容を踏まえ

て総括した内容として作成しています。 

皆さまには、この内容について、少しニュアンスが違うのではないか、こうい

った点を市長に伝えていただきたい、といった観点から意見をいただきたいと

考えています。それでは意見を募りたいと思います。意見のある方は挙手を

お願いします。 

 

前回の審議会の後、2月 18日に、2035年の目標値を 60％削減というこ

とで日本が国連に提出しています。今回のものは 2030 年までの計画なの

で、2035年は踏まえる必要はないようにも読めますが、数字を柔軟に進化さ

せていっているのが実情だと思います。付帯意見のどこかに、国内外の動向

を踏まえてより目標の掘り下げも行う旨の言葉があったらいいのではないか
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

稲子谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

黒瀧会長 

 

 

 

嶋田委員 

 

 

 

 

 

 

黒瀧会長 

 

 

と考えます。 

稲子谷委員におかれては、他の自治体のこともご存じかと思います。2035

年の目標を掲げている自治体はあまりないのと思いますが、何か情報はあり

ますか。 

 

まず、私は今、他の市町村等でも審議会委員をさせていただいている実態

がありますが、皆さま、2030 年ということを一つの目標にしている所が多く、

2030 年を超えた目標をどのように流動的に書いているのかという情報は、

持っていません。 

平塚委員からご意見がありましたように、この分野は非常に動きが速いと

いいますか、状況に即してきちんと対応していく必要があるということを鑑み

て、平塚委員が言われたことを含めることは重要な観点かと思います。 

 

今、平塚委員と稲子谷委員から将来的な見通しを含めて付帯意見にしたら

どうかという意見がありましたが、こちらに対して皆さんの意見を募りたいと

思います。意見のある方、挙手をお願いします。 

 

私も幾つかの自治体の、環境審議会の委員をしていますが、同じような問

題がどこでも議論として挙がっています。もしかしたら本計画にも書いてある

かもしれませんが、必要に応じて見直しをするといったことを書き込んでいる

自治体が幾つかあると理解しています。このため、本文にそういった記載がな

いようであれば、平塚委員のご意見のとおり、付帯意見の中で必要に応じて

見直しを行うということを書き込んでおくことは一つの方法だと思います。 

 

ありがとうございます。他に意見ありますか。 

 

（意見なし） 
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発 言 者 発 言 内 容 

 

黒瀧会長 

 

 

 

 

 

 

 

黒瀧会長 

 

 

 

 

坂野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶋田委員 

 

 

 

 

特にありませんか。ただいまの意見については、審議会の意見として付帯

意見に加えるかどうか決議したいと思います。2035年 60％削減という国の

提言を受けて、将来的な目標の掘り下げをお願いしたいということを付帯意

見として加えるかどうかについて、採決したいと思います。この内容で付帯意

見の追加をした方がいいと思われる方、挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

全員挙手のようですので、付け加える形にします。 

他にご意見のある方はいますか。特にないようですと、追加は先ほどの目

標の、掘り下げについての付帯意見のみとなります。文章の修正を行います

ので、10分ほど休憩という形を取りたいと思います。 

 

待っている間によろしいですか。付帯意見の 2 点目「市職員への」というと

ころです。少し細かいですが、前段はいいですが、後半が「研修や庁内での周

知活動を」となっています。全体としては積極的に推進することという方針に

異論はありませんが、研修という機会をきちんとやることを決めない限り、前

に進まないということを他の自治体等を見ていて実感しています。よろしけれ

ば、研修を行うということと、庁内での周知活動を積極的に実施するというと

ころは切り分けて、研修は必ず実施するという文言に整理してはどうかという

提案です。 

 

これも付帯意見の所ですが、計画の中で各主体の役割が幾つか出てきて

いて、そこは市と、市民と、事業者という三者としています。それに対して、この

付帯意見の中では市民と市が対象になっているので、例えば付帯意見の１つ

めに市民や事業者という形で、事業者を入れてもいいのではないかという提
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

黒瀧会長 

 

 

 

事務局（西村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒瀧会長 

 

 

 

 

 

黒瀧会長 

 

 

 

 

 

案をさせていただきます。 

 

事務局で今のご意見も踏まえて修正を行っています。今一度、事務局で読

んでいただき、その内容で良いかどうかを皆さまにご意見をいただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 

それでは修正をした付帯意見の部分について読み上げます。 

1.将来的な動向の変化に応じた目標の見直しについて。国内外の動向を踏

まえて、必要に応じて目標の見直しを行うこと。2.市民、事業者への周知につ

いて。施策や市の環境に対する市民・事業者の関心を高めるため、計画の変

更については広く積極的な周知活動を行うこと。3.市職員への教育と啓発に

ついて。市職員に対する教育と啓発を推進するため、研修を適切に実施する

とともに、庁内での周知活動に積極的に取り込むこと。 

と修正しました。 

 

ありがとうございます。ただいまの修正点について、少しニュアンスが違う

のではないか、もっとこうしたほうがいいという意見があれば伺いたいと思い

ます。意見のある方は挙手をもってお願いします。 

 

（意見なし） 

 

意見がないようですので、この内容で市長へ答申するかどうかを採決した

いと思います。この内容で市長への答申とすることを認める方は挙手をお願

いします。 

 

（全員挙手） 
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発 言 者 発 言 内 容 

黒瀧会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（西村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山畑副会長 

ありがとうございます。全員挙手です。では、この内容で市長へ答申したい

と思います。 

本日の議題は以上です。今回で第 7 回ということで、今年度の審議会は終

了となります。事務局からは特に緊急の案件がなければ、これで任期終了ま

では審議会はないと聞いています。今年度は環境基本計画の見直しというこ

ともあり、非常に活発で、なおかつ非常に内容が厚いご意見を頂戴しました。

この２年間、無事に会長を務めさせていただいたのは、皆さまがたのおかげと

認識しています。非常に感謝しています。ありがとうございました。 

議題は以上となりますので、議長を降ります。ありがとうございました。 

 

4 事務連絡 

それでは事務局から事務連絡です。今後のスケジュールについてですが、

先ほど黒瀧会長からもお話がありましたとおり、来年度前半では、特に審議会

の開催予定はありません。特に臨時、緊急の案件がなければ、現在のメンバ

ーでご審議いただくのは今回が最後になります。今年度は７回と開催が非常

に多く、環境基本計画について皆さまからたくさんのアイデアをいただき、あり

がとうございました。 

この後の予定ですが、３月６日木曜日に、会長、副会長から市長へ答申して

いただき、その後、速やかに庁内の手続きを進め、３月中にこちらの改定版の

計画を策定、公表する予定です。計画を策定した折には、皆さまにもメール等

でご連絡いたします。事務連絡は以上となります。 

 

5 閉会 

（閉会のあいさつ） 

 




